様式2
事業計画書
【事業計画書の記入方法について】
· 赤字の注意書きに沿ってご記入ください。
· 提出時には赤字の注意書きは削除してください。
· フォントは自由ですが、サイズについては10.5ポイント以上でご記入ください。
· 必要に応じて図や表、写真などを加えてもかまいません。

1. 事業概要
（1） 応募テーマ
	応募テーマ
	様式1_団体・事業概要で選択した応募テーマ（以下から1つ）をご記入ください。
【島根県エリア】中山間地域・離島における生業づくりとそれを支える仕組みづくり
【岡山県エリア】貧困や虐待の被害にある子どもたちの生活再建拠目的とする拠点整備
【広島県エリア】「ひと」「しごと」「地域資源」等の好循環モデル形成



（2） 事業名・申請団体名
	主題
	様式1_団体・事業概要に記載した主題と同じものをご記入ください。

	副題
	様式1_団体・事業概要に記載した副題と同じものをご記入ください。



（3） SDGsとの関連
※SDGsについては国連広報センターのHP（https://www.unic.or.jp/）をご覧ください。
	関連するゴール
	関連するターゲット

	1～17のゴールの番号をご記入ください。
必要に応じて表を加えてください。
	関連するターゲットの番号をご記入ください。
必要に応じて表を加えてください。

	
	

	
	

	
	



（4） 事業実施時期・対象地域・対象グループと人数
	実施期間
	契約締結月（2020年5月頃）が開始月となります。
完了月は最長で2023年3月までとなります。
（開始月）　　　　年　　月～（完了月）　　　　年　　月

	対象地域
	活動を想定する地域（県市町等）をご記入ください。中国地方の複数の行政区を跨ぐ場合はすべてご記入ください。
市町の中でも特に地域が限定される場合は地区名までご記入ください。
様式1_団体・事業概要と同じ内容をご記入ください。

	直接対象グループ
	事業が対象とする人々や集団をご記入ください。

	上記の人数
	上記の想定人数をご記入ください。

	間接的対象グループ
	事業の実施により間接的に便益を受ける個人、グループ、組織をご記入ください。

	上記の人数
	上記の想定人数をご記入ください。




2. 団体の社会的役割
（1） 団体の目的
	様式1_団体・事業概要と同じ内容で構いません。
様式1_団体・事業概要の500文字以内で書ききれない場合は、1頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は表を削除しても構いません。





（2） 主な活動
	様式1_団体・事業概要と同じ内容で構いません。
様式1_団体・事業概要の500文字以内で書ききれない場合は、概要・活動・業務などを1頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。





3. 事業の背景・課題
（1） 社会課題
	対象グループはどのような問題・課題を抱えており、それはどのような要因によるものだと考えられますか。
客観的なデータを踏まえ、現地の現状を分析し、問題・課題の要因を2頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。





（2） 課題に対する行政等による既存の取組状況
	行政や民間などでは、どのような対策や取り組みが行われ、その結果どのようになっていますか。
客観的なデータを踏まえ、現地の現状を分析し、1頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。





（3） 休眠預金等交付金に係わる資金の活用により本事業を実施する意義
	（1）社会課題および（2）課題に対する行政等による既存の取組状況を踏まえた上で、本事業を休眠預金制度で取り組もうとする意義をご記入ください。
なぜこの対象地域において実行団体（本事業の申請団体）がこの事業に取り組む必要があるのかを、地域や分野との関係性をふまえてご記入ください。
1頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。





4. 目標設定
（1） 中長期アウトカム（中長期の成果目標）
	将来的に、対象地域において自分たちを含めた直接対象グループ等がどのような状態になることを目指すか（Vision）をご記入ください。
1頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。





（2） 短期アウトカム（事業終了後の成果目標）
短期アウトカムについて、下記の表にご記入ください。
短期アウトカムは複数設定することができます。必要に応じて表を増やしてご記入ください。
2頁に収まる範囲でご記入ください。
	短期アウトカム
	アウトカム指標
	初期値/初期状態
	目標値/目標状態

	本事業終了時に実行団体の事業実施によって事業対象グループがどのような状態になり、どのような社会になることを目指しているかをご記入ください。
	アウトカム指標は、アウトカムを何で図るのかを明示するものです。
指標の項目数の設定は任意ですが、定量的指標、定性的指標の複数を設定することを推奨します。
	初期値/初期状態とは事業実施前のアウトカム指標の状況を示した値です。現時点で分かる範囲で各アウトカム指標の初期値を記載ください。
	目標値/目標状態とは事業終了時に達成したい値です。各アウトカム指標の目標値を記載ください。

	
	
	
	

	
	
	
	




（3） アウトプット（事業の結果）
アウトプットについて、下記の表にご記入ください。
（2）短期アウトカムと対応するように、必要に応じて表を増やしてご記入ください。
2頁に収まる範囲でご記入ください。
	アウトプット
	アウトプット指標
	初期値/初期状態
	目標値/目標状態

	短期アウトカムを達成するために必要なアウトプットを記載してください。
複数のアウトプットが場合によっては生じます。
	アウトプット指標は、各アウトプットに対して定量的指標、定性的指標で測るのかを明示するものです。
アウトプットに対する活動によって生み出される直接の結果（数字や記述で表せる状態）を記載してください。
	初期値/初期状態とは事業実施前のアウトプット指標の状況を示した値です。
各アウトプット指標の初期値/初期状態を記載ください。
	目標値/目標状態とは事業終了時により達成したい値です。
各アウトプット指標の目標値/目標状態を記載ください。


	
	
	
	

	
	
	
	




5. 事業設計：具体的な活動
	４．目標設定 （3）アウトプットに記入したアウトプットを達成するために実施する具体的な活動（本事業において実施する活動）をご記入ください。
実施時期（スケジュール）が分かるようにご記入ください。
2頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。





6. 助成期間終了後の展望
	本事業終了後、どのように事業を継続していくのかをご記入ください。
1頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。





7. インプット（投入する資源）
（1） 資金
資金については様式3_資金計画と内容が同じになるようにご記入ください。
先に様式3_資金計画を作成してからご記入されることをお勧めいたします。
	事業費
	自己資金や内訳：事業費、管理的経費については公募要領の５．助成方針等、８．経費について等をご確認いただきご記入ください。
①自己資金を含む総額　　　　　　　　　　円
②内訳：事業費　　　　　　　　　　　　　円
③内訳：管理的経費　　　　　　　　　　　円

	評価関連経費
	評価関連経費については、公募要領の５．助成方針等をご確認いただきご記入ください。
①評価関連経費　　　　　　　　　　　　　円




（2） 実施体制・人材
	本事業を実施する体制（内部人材、外部人材を含む）、組織図をご記入ください。
内部人材とは実行団体に属する人材のことです。
外部人材とは実行団体以外の人材や組織で、事業実施の協働パートナーや専門家等のことです。
人数や役割が分かるようにご記入ください。
1頁に収まる範囲でご記入ください。
書きにくい場合は枠を削除しても構いません。






（3） 資機材
本事業において購入を予定している資機材のうち、金額が100万円を超えることが想定されるものをご記入ください。
[bookmark: _GoBack]例：土地や建物の購入、建物の改修費、車両の購入　等
資機材については様式3_資金計画と内容が同じになるようにご記入ください。
先に様式3_資金計画を作成してからご記入されることをお勧めいたします。
必要に応じて表を増やしてご記入ください。
	資機材
	用途
	予算額（円）

	購入する資機材をご記入ください。
	購入する資機材の主な用途をご記入ください。
	購入する資機材の値段をご記入ください。
円

	
	
	円

	
	
	円



2
